
 

 

 

   

    

                                 平成 31年 3月 13日発行第 10号 

 

２月６日に，３年生は，老人クラブ１４名の皆さんに昔 

のくらしのお話を聞きました。昔の家や学校での生活，校 

区の様子などを聞いた子どもたちからは，昔と今の生活の 

違いに驚きの声が上がっていました。和やかな雰囲気で学 

習が進み，子どもたちのたくさんの質問にサポーターの皆 

さんが，丁寧に答えてくださいました。子どもたちは，「今 

の生活が大変便利でありがたいことが分かった。昔の生活 

のよかったところも取り入れていきたい。」「昔の子どもの 

遊びは楽しそうだ。手伝いもたくさんしていたことが分か 

った。」「お店も近くになく不便だと思うが，昔の人の生活 

は，エコで工夫があると思った。」などと感想を述べました。 

 

 

１月３１日に，３年生は，大獅子保存会の安西哲夫さんと 

安西弘さんに「大獅子」の話をお聞きしました。安西さんか 

ら，大獅子の由来や作り方，みんなで協力することや伝統を 

守っていくことの大切さについてお話がありました。獅子を 

動かすために３０人は必要ですが，集落の人数がだんだん減 

っているそうです。お話を聞いた子どもたちからは「大獅子 

の中に入ってみたい。」「大獅子を作ってみたい。」という頼も 

しい感想が出ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５年生は，家庭科でエプロン作りをしました。大半の子どもたちは，ミシンを使うのが初め

てで，期待と不安の入り交じった気持ちで，実習が始まりました。今年度は，１２名のミシン

サポーターさんが参加してくれました。ミシンの扱いに慣れていないことで，問題が起こるこ

とが多いのですが，今年は，サポーターさんのおかげで，安全にスムーズに作業を進めること

ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わくわく学習部会 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生の音楽の時間に，琴と尺八の体験

授業を行いました。最初に，琴の忰山先生

と５名のお弟子さん，尺八の西森先生が「桜

変奏曲」の演奏を披露しました。子どもた

ちは，この優雅な演奏に聴き入っていまし

た。琴と尺八の演奏体験では，尺八の音を

出すことが思いのほか難しく苦労していま

したが，とても楽しかったと笑顔で話して

いました。 

 

 

 

 

 

 

にこにこ生活部会 

 

 ２月２７日に，サポーターの皆さんも参加

して，「図書の本ひっこし大作戦」をしました。

全校生が南館の生活科室から北館の図書室ま

で一列に並び，バケツリレー方式で本を運び

ました。「はい，はい。」という息が合った元

気な声が校舎中に響き渡りました。「終わり」

を告げるぶたのぬいぐるみが回って来た時に

は，拍手と歓声が上がりました。新年度は，

図書のバーコード管理が始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりを知らせるぶたのぬいぐるみをリレーして 

わくわく学習部会 


